
 
 
 
 
 
 

靱公園で市⺠のみなさんによるプラットフォーム会議を⽴上げ記念する催しを開催しました。 
話題提供や交流を深めながら、靱の将来や取組むべき課題をだしきりました。 
 

⽇時：令和 6 年 12 ⽉ 5 ⽇(⽊) 午前 10 時〜12 時 
場所：モリタテニスセンターうつぼ 南側⼊⼝ホール  参加者：29 名 

 
立上げ記念クロストーク 話題提供：うつぼ公園みらい会議 花岡様 久岡様 

靱公園の未来を学び考える場、「うつぼ公園みらい会議(令和 3 年､全 5 回)」を 
企画運営された花岡様と久岡様にお話し頂きました！お話の⼀部をご紹介します。 
 
・ 同会議で、公共空間のひらき⽅などを学び議論する中で、⾃分達が使いつくる 

事が⼤切との思いから「マイパークといえる⽇」の合⾔葉が⽣まれました。 
・ 靱は⽇本を代表する公園になれるポテンシャルを持つ公園ではないでしょうか。 
・ 周辺はデザイン系企業や、⼈気の飲⾷店等が⽴地しています。 

様々な企業や団体を巻込むことが、地域づくりに⼤切と感じています。 
 
フリートーク 靱の知恵と課題をだしきろう! 

今までの意⾒を踏まえ、靱公園がどうなれば良いか知恵と課題をだしきって頂きました！ 

■ソフト（歴史・未来）■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

[ ⽴上げ記念催し ] 

全５回の会議成果！ 
うつぼ公園 
みらい会議 

REPORT BOOK 

乳幼児お世話スペースは公園を知るきっかけに！ 
 公園で遊ぶ乳幼児の授乳室やおむつ替えのでき

るスペースがあれば靱公園はもっとよくなる。 
 場所は公園内に限らない。⼦ども遊び場の近く

にあるとさらに良い。 
 靱テニスセンターにあれば親⼦がテニス施設を

訪れるきっかけにもなる。 
 公式 HP などで公開すれば皆が利⽤できる。 
テニスコートを気軽に予約できるサービスを！ 
 働く世代にテニス⼈⼝は多いが、テニスではな

くジムで運動している。 
 利⽤がとりにくいと思われているテニスコート

を気軽に予約できるサービスがあると良い。 

花壇づくり等を通じた公園への関わりが 
「マイパーク」という意識に！ 
 幼稚園を通じ花壇づくりに参加した⼦どもが、親

に⾃分が植えたと誇らしげに話す。公園づくりへ
の関わる経験が「マイパーク」への意識になる。 

 ⼟やセミなどの先⽣のいる⽇時を設定し保育所の
保育を通じ⾃然体験できる仕組みがあれば良い。
⼦に⾃然体験をさせたくとも平⽇は仕事で叶わな
い親も多い。親も費⽤を出すのではないか？ 

その他 
 靱公園と⼀目でわかるランドマークやシンボルが

あると良い。バラ園の噴⽔を⼊れた東園はよく使
われるがアイコニックなものがあればよい。 

 公園内の看板類による案内がわかりにくい。 
 



■公園基盤（⾃然・⼟）■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■参加の仕組み（みんな） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「靱公園と地域の未来像（初期案）」  

作成：靱公園指定管理者  “靱公園＆地域”デザイングループ （令和 7 年 1 ⽉発⾏） 
連絡先：モリタテニスセンターうつぼ ℡ 06-6441-6211 

㈱現代ランドスケープ ℡ 06-6203-1270 e-mail genland@dream.com 

⾃然調査の蓄積の共有・継承 
 靱公園はつくられた緑だが、年⽉を重ね本来こ

の⼟地がもつ⾃然が回復している事を⽣物調査
の結果より実感する。 

 市⺠活動で⾃然環境の調査を続けてきたが、公
園としてのモニタリングと情報共有が⼤切。 

 靱公園は来年 70 周年の節目であり、⾃然調査
の結果や経験を担保し継承する契機にしたい。
調査をまとめた冊⼦作成を目指している。 

靱バラ園の充実が、靱魅⼒向上の本筋 
 遠⽅からもバラを目当ての来所が多い。魅⼒向上

の⽅法は様々だが、バラ園の充実は本筋。 
 パークセンターにバラ関連の図書や相談室があれ

ば、靱の魅⼒はさらにレベルアップする。 

地域のデザイン系会社との交流の場を 
 全国的にも珍しい程デザイン関連企業が集まる

エリア。中には関⻄第⼀線で活躍する⽅々も。 
 デザイン会社の中にはまちづくりやコミュニケ

ーションデザインに重きを置く会社も多い。 
 公園を基点に、周辺で働く⼈がフラットにつな

がり交流を楽しむ場があれば、靱公園の課題解
決へアイディアが集まるのでは。 

 

公園は遊園地ではない。提供してこそ享受できる場 
 遊園地はお⾦を払い体験の提供を受けることがで

きるが、公園は⾃分も何かを提供することで学び
や楽しい体験を受けることができる場だと思う。 

 今、活動の担い⼿側の代替わりなど、提供側がい
ないことが問題だ。 

第１回準備会（令和 6 年 5 ⽉ 28 ⽇会議) 
での意⾒を元にキーワード抽出 

・ 今までの意⾒に加え今回の意⾒を、「靱公園と地域の未来像」で⽰した
ビジョンをもとに、アクションプランへ発展させることを目指したい。 

・ アクションプランでは、事業者側のサービス提供の視点によるものでは
なく、みんなに⼀緒にやってもらうことを目指す視点が⼤切だ。 

アドバイザー 

よりひと言 

篠原 祥 氏 
(ＡＲＣ地域力研究所) 

会議は靱テニスセンター⼊⼝ホールを使って実施 

 
会議後は靱公園に隣接する 
店のお菓⼦でティータイム 


